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                             午後１時３０分 
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一般社団法人 長野県資源循環保全協会 

 



 

第８回  通 常 総 会 次 第  

 

 １ 開 会 の 辞 

 

 ２ 会 長 挨 拶 

 

 ３ 議 長 選 任 

 

 ４ 議事録署名人選任  

 

 ５ 議   事 

第１号議案  令和元年度事業報告承認の件  

第２号議案  令和元年度収支決算報告承認の件 

令和元年度監査報告 

第３号議案  令和２年度事業計画 (案 )承認の件  

第４号議案  令和２年度収支予算 (案 )承認の件  

第５号議案  任期満了に伴う役員選任に関する件  

 

６ 閉 会 の 辞 

 



 

 

 

 

 

第 １ 号 議 案  

 

 

 

令 和 元 年 度 事 業 報 告 承 認 の 件  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和元年度  事   業   報   告   

 

令和元年度も会員の皆様のご理解・ご協力・ご支援をいただき、産業廃棄物のより一層の適正処理の

推進、循環型社会形成に向けた減量化・再資源化等の促進及び業界の健全な発展を図るため、産業

廃棄物処理技術等研修会や処理実務者研修会、労働安全衛生セミナー、法令遵守等に関する研修

会・講習会等を開催するとともに、行政機関をはじめ諸関係機関等との連携、各種情報の交換・提供を

図り、適正処理への理解と健全な業務の推進が深められるよう各種の事業を展開してまいりました。 

次のとおり事業の実施状況をご報告いたします。 

 

会員の状況  

令和２年 ３月３１日現在     会員 ２６４社 

令和元年度入退会状況     入会 ７社 ・ 退会 １社 

 

１ 会議の開催  

（１） 通常総会の開催 

・開催日時 令和元年 ５月１７日（金） 午後３時４０分から 

・開催場所 メルパルク長野 （長野市） 

・出席会員 ２２２名 （うち委任状 １５６名） 

・議  事 

① 平成３０年度事業報告承認の件 

② 平成３０年度収支決算報告承認の件 

③ 令和元年度事業計画（案）承認の件 

④ 令和元年度収支予算（案）承認の件 

・表 彰 式 

協会長表彰状授与 

 

（２） 正副会長会、理事会の開催 

【正副会長会】 

１） 第１回正副会長会 平成３１年 ４月１９日（金） メルパルク長野（長野市）  

・第７回(令和元年度）通常総会について 

・令和元年度労働災害防止計画（案）について 

２） 第２回正副会長会 令和元年 ５月１７日（金） メルパルク長野 （長野市）  

・第７回(令和元年度)通常総会について 

・職員の昇給について 

・職員の賞与（６月３０日支給）の支給率について 

３) 第３回正副会長会 令和元年 ８月 ６日（火） メルパルク長野 （長野市） 

・県との懇談会の懇談事項について 

・第８回(令和２年度)通常総会の開催について 

４) 第４回正副会長会 令和元年１１月 ５日(火) メルパルク長野 (長野市) 

   ・県議会議員との懇談会について 

・任期満了に伴う役員改選について 

   ・職員の賞与(１２月１６日支給)の支給率について 

５) 第５回正副会長会 令和元年１２月 ５日(木) ホテル国際２１ (長野市) 

   ・県議会議員との懇談会について 



６) 第６回正副会長会 令和２年 １月１５日(水) ホテルメトロポリタン長野 (長野市) 

   ・令和２年度(公社)全国産業資源循環連合会会長表彰(優良事業所表彰)被表彰者の推

薦について 

・第８回(令和２年度)通常総会の開催日程及び記念講演会等について 

7) 第７回正副会長会 令和２年 ３月１１日(水) メルパルク長野 (長野市) 

   ・令和２年度(公社)全国産業資源循環連合会会長表彰の被表彰者の推薦について 

・令和２年度(一社)長野県資源循環保全協会会長表彰の被表彰者の選考について 

・次期任期（令和２年５月総会～令和４年５月総会）の理事・監事の候補者について 

・職員の昇給について 

【理事会】 

８) 第１回理事会 平成３１年 ４月１９日（金） メルパルク長野 （長野市） 

・平成３０年度事業報告について 

・平成３０年度収支決算報告について 

・令和元年度収支予算書について 

・第７回(令和元年度）通常総会について 

・令和元年度労働災害防止計画について 

・第２３回産廃夏休み親子体験教室の開催について 

・産業廃棄物処理実務者研修会の開催について 

・県外優良企業視察研修会の開催について 

・次回理事会の開催について 

報告事項 ・第６０回信越・北陸地域協議会について  

９） 第２回理事会 令和元年 ５月１７日（金） メルパルク長野 （長野市） 

・第７回（令和元年度）通常総会について 

・産業廃棄物処理技術等研修会の開催について 

・電子マニフェストパソコン操作体験セミナーの開催について 

・次回理事会の開催について 

10) 第３回理事会 令和元年 ８月 ６日（火） メルパルク長野 (長野市) 

・県との懇談会の懇談事項について 

・第８回(令和２年度)通常総会の開催について 

・令和元年度県外優良企業視察研修会の日程について 

・新規入会会員の承認について 

・次回理事会の開催について 

報告事項 ・産廃夏休み親子体験教室について 

・産業廃棄物処理技術等研修会について 

11) 第４回理事会 令和元年１１月 ５日（火） メルパルク長野 (長野市) 

   ・県議会議員との懇談会について 

   ・任期満了に伴う役員改選について 

・新規入会会員の承認について 

   ・次回・次々回理事会の開催について 

報告事項 ・令和元年度産業廃棄物処理実務者研修会について 

・第６１回信越・北陸地域協議会について 

・令和元年度電子マニフェスト操作体験セミナーについて 

・当面の行事予定について 

12） 第５回理事会 令和元年１２月 ５（木） ホテル国際２１ （長野市） 

・県議会議員との懇談会について 

・新規入会会員の承認について 



報告事項 ・事務所の年末年始休業について 

1３） 第６回理事会 令和２年 １月１５日(木)  ホテルメトロポリタン長野 (長野市) 

   ・令和２年度(公社)全国産業資源循環連合会会長表彰(優良事業所表彰)被表彰者の推

薦について 

・第８回(令和２年度)通常総会の開催日程及び記念講演会等について 

・次回理事会の開催について 

報告事項 ・令和２年度(一社)長野県資源循環保全協会会長表彰候補者の推薦について 

・産業廃棄物処理業における安全衛生セミナーについて 

1４) 第７回理事会 令和２年 ３月１１日(水) メルパルク長野 (長野市) 

・令和２年度(公社)全国産業資源循環連合会会長表彰の被表彰者の推薦について 

・令和２年度(一社)長野県資源循環保全協会会長表彰の被表彰者の選考について 

・令和元年度収支決算見込みについて 

・令和２年度事業計画(案)について 

・令和２年度予算編成方針(案)について 

・次期任期（令和２年５月総会～令和４年５月総会）の理事・監事の候補者について 

・第８回(令和２年度)通常総会における記念講演会の講師及び演題について 

・公費解体に伴う廃棄物処理への協会対応について 

・次回理事会の開催について 

報告事項 ・令和元年度全国正会員会長・理事長会議について 等 

【書面理事会】 

1５） 第１回書面理事会 令和元年 ５月２１日（火） 

・令和元年度長野県資源循環保全協会支部及び青年部会に対する活動助成金について 

1６） 第２回書面理事会 令和２年２月４日（火） 

・新規入会会員の承認について 

17） 第３回書面理事会 令和２年２月１３日（木） 

・職員の採用について 

18） 第４回書面理事会 令和２年３月１９日（木） 

・新規入会会員の承認について 

 

２ 適正処理確保事業  

（１） 産業廃棄物処理業の優良化の促進 

・優良産業廃棄物処理業者認定のための情報公開、環境配慮の取り組み、電子マニフェス

トの利用及び財政体質の健全化等への取り組みを支援した。 

 

（２） 県との懇談会の開催 

・開催日時 令和元年 ８月２７日(火) 午後２時００分から 

・開催場所 県庁（長野市） 

・懇談事項 

１) 廃プラ問題について 

２) 太陽光パネル廃棄への対応について 

 

（３） 県議会議員との懇談会の開催 

・開催日時 令和元年１２月 ５日（木） 午後５時００分から 

・開催場所 ホテル国際２１ （長野市） 

（懇談事項） 

・環境政策推進条例（仮称）について 



３ 相談・指導事業  

産業廃棄物の適正な処理、再生利用及び諸手続、業務処理等について、会員、市町村、排出

事業者及び一般住民等からの相談に応じ指導・助言を行った。 

 

４ 講習会・研修会等事業  

（１） 産業廃棄物処理技術等研修会の開催 

（東信地区） 

令和元年 ７月１１日（木） 上田合同庁舎講堂（上田市） 参加者４１名 

（中信地区） 

令和元年 ７月１８日（木） 長野県総合教育センター（塩尻市） 参加者９０名 

（南信地区） 

令和元年 ７月２５日（木） 飯田合同庁舎講堂（飯田市） 参加者３４名 

（北信地区） 

令和元年 ７月３１日（水） 長野県庁講堂 （長野市） 参加者９１名 

 

「廃棄物処理法の基礎知識」 

「廃棄物の適正な処理の確保に関する条例の基礎知識」 

「産業廃棄物監視指導現場の実情と実績について」 

講 師 長野県環境部資源循環推進課職員 

 

（２） 産業廃棄物処理実務者研修会の開催 

（長野会場） 

令和元年 ９月 ５日（木） メルパルク長野（長野市） 参加者２４名 

（伊那会場） 

令和元年 ９月 ６日（金） 伊那プリンスホテル（上伊那郡箕輪町） 参加者３７名 

 

「産業廃棄物処理の基礎コース」 

講 師 ： (公社)全国産業資源循環連合会専任講師  渡 辺 一 法 氏 

 

（３） 電子マニフェストパソコン操作体験セミナーの開催 

(南信会場) 

令和元年１０月１５日(火) 学校法人コア学園飯田コアカレッジ 参加者３０名 

(東信会場) 

令和元年１０月１８日(金) 上田マルチメディア情報センター 参加者２３名 

(中信会場) 

令和元年１０月２９日(火) 長野県総合教育センター 参加者６０名 

(北信会場) 

令和元年１０月３１日(木) 須坂市技術情報センター 参加者３５名 

 

（４） 産業廃棄物処理業における安全衛生セミナーの開催 

年 月 日 ： 令和２年 １月２９日（水）  

場    所 ： 長野バスターミナル会館 (長野市) 

参 加 者 ： ２５名 

 

（５） 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会の開催 

１） 新規許可講習会 



《収集運搬課程》 

    ◇ 開催日 ： 令和元年 ７月 ４日（木） ～ ５日（金） 

   ◇ 会  場 ： 長野バスターミナル会館 （長野市） 

   ◇ 受講状況 

  申込者数…１４７名、 受講者数…１４５名 

 

《処分課程》 

   ◇ 開催日 ： 令和元年１２月１７日（火） ～ ２０日（金） 

   ◇ 会  場 ： 長野バスターミナル会館 （長野市） 

   ◇ 受講状況 

受 講 内 容 申込者数 受講者数 

処分課程(新規) ４４名 ４１名 

 うち処分課程のみ受講 １２名 １２名 

 うち処分課程に収集運搬課程を追加受講 ３２名 ２９名 

 

２） 更新許可講習会 

《収集運搬課程》 

第１回 

開 催 日 令和元年６月１３日(木) 

会 場 長野バスターミナル会館（長野市） 

受講状況 申込者数…１４７名  受講者数…１４７名 

第２回 

開 催 日 令和元年１０月２５日(金) 

会 場 長野バスターミナル会館（長野市） 

受講状況 申込者数…１４１名  受講者数…１３９名 

 

《処分課程》 

    ◇ 開催日 ： 令和元年 ５月３０日（木） ～ ３１日（金） 

    ◇ 会  場 ： 長野バスターミナル会館 （長野市） 

    ◇受講状況 

受 講 内 容 申込者数 受講者数 

処分課程(更新) ７０名 ６９名 

 うち処分課程のみ受講 ２０名 ２０名 

 うち処分課程に収集運搬課程を追加受講 ５０名 ４９名 

 

３） 特別管理産業廃棄物管理責任者講習会 

第１回 

開 催 日 令和元年６月１２日（水) 

会 場 長野バスターミナル会館（長野市） 

受講状況 申込者数…１４４名  受講者数…１４４名 

第２回 

開 催 日 令和元年１０月２４日（木) 

会 場 長野バスターミナル会館（長野市） 

受講状況 申込者数…１０６名  受講者数…１００名 

 

（６） 県外優良企業視察研修 

年 月 日 ： 令和元年１０月３日（金）～４日（土） 

場    所 ： 株式会社ミヤテック（三重県多気郡多気町） 

参 加 者 ： ２７名 



 

（７） 産廃夏休み親子体験教室 

開催年月日 ： 令和元年 ７月２７日（土） 

内      容 ： 開校式・説明・実験 ： 長野市 リサイクルプラザ 

視察企業 ： 信光工業（株）、イコールゼロ（株）、飯山陸送（株） 

参  加  者 ： １５組２９名 

 

（８） 産業廃棄物処理検定の開催 

令和２年 ２月１６日（日） 長野バスターミナル会館（長野市） 受検者５１名 

 

５ 情報提供と広報活動  

(１) インターネット・ホームページの内容の充実 

ホームページを一新するとともに、新着情報、許可申請に関する講習会の受付状況及び研修

会開催情報等を随時更新、また、再生砕石保有状況を月１回更新し最新情報を掲載した。 

（２） 機関誌「季刊しなの」の発刊   年４回発刊、広報委員会の開催（企画・編集会議） 

１） 第２５号 （平成３１年４月） ５００部発刊 

配 布 先 ： 会員、長野県、市町村、関係団体、全産連等 

主な内容 ： 関係機関職員名簿、令和元年度許可申請に関する講習会開催日程 等 

広報委員会 ： 平成３１年 ２月２０日（水） 協会事務局 （長野市） 

２） 第２６号 （令和元年７月） ５００部発刊 

配 布 先 ： 会員、長野県、市町村、関係団体、全産連等 

主な内容 ： 第７回通常総会の開催、令和元年度事業計画 等 

広報委員会 ： 令和元年 ６月６日（木） 協会事務局 （長野市） 

３） 第２７号 （令和元年１０月） ５００部発刊 

配 布 先 ： 会員、長野県、市町村、関係団体、全産連、産廃夏休み親子体験教室に

参加した児童・所属学校長及び協力企業 等 

主な内容 ： 第２３回産廃夏休み親子体験教室の開催、県との懇談会の開催 等 

広報委員会 ： 令和元年 ８月 ６日(火) メルパルク長野 (長野市) 

４） 第２８号 （令和２年１月） ５００部発刊 

配 布 先 ： 会員、長野県、市町村、関係団体、全産連等 

主な内容 ： 新年の挨拶、産業廃棄物に関する懇談会開催 等 

広報委員会 ： 令和元年１２月１２日（木） チサングランド長野 （長野市） 

 

(３) 情報の提供 (会員への主な通知等)    

・産業廃棄物処理実績等報告について（長野県） 

・従前の許可に係る有効期間の満了日が地方公共団体の休日に当たる場合における更新申

請の期限の考え方（長野県） 

・低濃度ポリ塩化ビフェニル汚染物の該当性判断基準（長野県） 

・災害時等の災害廃棄物の処理等に関する協定書に基づく状況報告について（長野県） 

・建築物等の解体、改造及び補修作業に係るアスベスト（石綿）関連法規の遵守徹底 

 (長野県) 

・労働災害防止対策の徹底について（長野労働局） 

・廃プラスチック類等に係る処理の円滑化等について（長野県） 

・信州スマートプラスチックスマート運動の実施について（長野県） 

・産業廃棄物処理業従事者能力アップセミナーの受付開始について（全国産業資源循環連

合会） 



・令和元年度（第 70回）全国労働衛生週間に関する協力依頼（全国産業資源循環連合会） 

・廃プラスチックの保管量上限緩和に関する通知について（全国産業資源循環連合会） 

・労働災害情報の提供（全国産業資源循環連合会） 

・産業廃棄物に含まれる金属等の検定方法の一部を改正する件等について（長野県） 

・改正フロン排出抑制法に関する説明会の開催について（長野県） 

・特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律第 3 条の

規定により行政上の権利利益に係る満了日の延長に関する措置の適用について（長野県） 

・ポリ塩化ビフェニル汚染物等の該当性判断基準について（長野県） 

・成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化を図るための関係法律の整備について

（全国産業資源循環連合会） 

・復権令により資格の回復を得た者の取扱いについて（全国産業資源循環連合会） 

・産業廃棄物処理業等の許可申請に係る手引の改定（長野県） 

・廃棄物の適正な処理の確保に関する条例及び同施行規則の一部改正及びこれに伴う逐条

解説の改定について（長野県） 

・自動車リサイクル法に係る許可・登録申請の手引の改定（長野県） 

・令和元年台風第 19 号の被災地におけるアスベスト飛散防止に関する適切な解体等工事の

実施について（長野県） 

・台風 19 号災害による災害廃棄物対策に係る特例省令について（全国産業資源循環連合

会） 

・無害化処理認定施設等の処理対象となるポリ塩化ビフェニル廃棄物の拡大に係る関係法令

等の改正について（長野県） 

・廃棄物処理における新型コロナウイルスに関連した感染症対策について（長野県及び全国

産業資源循環連合会） 

・新型コロナウイルス感染症対策の基本方針について（全国産業資源循環連合会） 

・新型コロナウイルス感染症についての県からのお知らせ（長野県） 

・産業廃棄物処理業及び特別管理産業廃棄物処理業新規及び変更許可状況（長野県及び

長野市） 

・産業廃棄物処理業変更・廃止届 （長野市） 

・行政処分の状況 （長野県及び長野市） 

・その他研修会通知等 

 

６ 関係団体との活動交流推進事業  

     県下４地区等の資源循環保全関係団体との交流促進、情報交換、広域協力体制の構築、地域

の諸課題に基づく意見要望の集約及び地域活動への積極的参加等の活動が活発に実施される

よう支援・協力した。（他団体との交流事業を参照） 

 

７ 部会活動推進事業 

全産連の部会への参画（他団体との交流事業を参照） 

 

８ マニフェスト領布事業 (３月３１日現在) 

紙マニフェスト領布数は２６２，４００セットとなり、前年度と比較して８５．９％となった。 

 

９ 行政施策参画事業  

（１） 県下１０地区の廃棄物不法投棄防止対策協議会の構成員として不法投棄パトロール等に参画した。  

（２） 信州環境フェア２０１９への参画 

令和元年 ７月２７日（土）～２８日（日）に長野市ビックハットにおいて開催され、協会から負 



担金１００，０００円を拠出した。 

（３） 平成３１年 ４月２４日（水）及び令和元年１０月２５日（金）に県庁において開催された「信州リ

サイクル製品普及拡大協議会」に参画した 

（４） 令和元年１１月 ７日（木）に塩尻市総合教育センターにおいて開催された「産業廃棄物３Ｒ実

践講習会」に参画した。 

 

１０ 他団体との交流事業  

（１） （公社）全国産業資源循環連合会関係 

１） 会議・研修会等 

・令和元年 ６月１１日(火) 東京都 連合会会議室 

連合会安全衛生委員会に出席 (毛利会長) 

・令和元年 ６月１３日（木）  東京都 明治記念館 

第９回定時総会に出席（毛利会長、北澤専務理事、連合会会長表彰受賞者） 

・令和元 ７月２６日(金) 東京都 アジュール竹芝 

全国正会員事務局責任者会議に出席 (北澤専務理事) 

・令和元年１１月１２日(火) 石川県地場産業振興センター 

「埋立処分委託契約書・最終処分場維持管理マニュアル説明会」に出席 (勝山部会運

営委員) 

・令和元年１１月１４日（木） 兵庫県 神戸市 

連合会青年部協議会カンファレンスに出席 （青年部会長等） 

・令和元年１１月１５日(金) 兵庫県 神戸市  

  産業廃棄物と環境を考える全国大会に出席 (毛利会長、北澤専務理事) 

・令和元年１２月１８日(水) 東京都 連合会会議室 

連合会安全衛生委員会に出席 (毛利会長) 

・令和２年 １月１６日(木) 東京都 明治記念館 

連合会賀詞交歓会に出席 (毛利会長、北澤専務理事) 

・令和２年 １月３１日(金) 東京都 アジュール竹芝 

全国正会員事務局責任者会議に出席 (北澤専務理事) 

・令和２年 ２月１０日(月) 東京都 廃棄物処理振興センター会議室 

令和２年度許可申請に関する講習会における事務取扱説明会に出席 (吉沢職員) 

・令和２年 ２月２０日(木) 東京都 連合会会議室 

連合会安全衛生委員会に出席 (毛利会長) 

・令和２年 ２月２１日（金） 福島県 福島市 

令和元年度全国正会員会長・理事長会議に出席 （毛利会長、北澤専務理事） 

２） 信越・北陸地域協議会関係 

・平成３１年 ４月 ９日（火） 新潟県 新潟市 

第６０回信越・北陸地域協議会に出席 （毛利会長、北澤専務理事） 

・令和元年 ９月１１日(水) 福井県 福井市 

信越・北陸地域協議会事務職員研修会に出席 (小林職員、吉沢職員) 

・令和元年 ９月３０日（月） 長野県 長野市 

第６１回信越・北陸地域協議会に出席 （正副会長他） 

・令和元年１０月３１日（木） 新潟県 直江津市 

信越・北陸地域協議会事務局長会議に出席 （北澤専務理事） 

 

（２） 資源循環保全関係団体及び環境保全団体等との連携と活動交流推進事業 

１） 長野県資源循環保全協会東信支部 



・令和元年 ６月 ４日（火） 上田市 上田東急ＲＥＩホテル 

通常総会に出席 (会長代理 北澤専務理事) 

・令和２年 ２月１３日(木) 上田市 上田東急ＲＥＩホテル 

臨時総会・新春交流会に出席 (会長代理 北澤専務理事) 

２） 長野県資源循環保全協会南信支部 

・令和元年 ６月２２日（土） 伊那市 伊那プリンスホテル 

通常総会に出席 （毛利会長、北澤専務理事） 

・令和２年 ２月２８日(土) 伊那市 割烹いずみ 

臨時総会・新春交流会に出席 （毛利会長、北澤専務理事） 

３) 長野県資源循環保全協会中信支部 

・令和元年 ６月１１日(火) 松本市 松本館 

定時総会に出席 (会長代理 北澤専務理事) 

・令和２年 １月３０日(木) 松本市 松本館 

臨時総会・新春交流会に出席 (会長代理 北澤専務理事) 

４） 長野県資源循環保全協会北信支部 

・令和元年 ６月１０日（月） 長野市 ホテル国際２１ 

通常総会に出席 （会長代理 北澤専務理事） 

   ・令和２年 ２月２０日(木) 長野市 ホテル国際２１ 

臨時総会・新春交流会に出席 (会長代理 北澤専務理事) 

５） (協)長野県解体工事業協会 

・令和元年 ５月２４日（金） 長野市 チサングランドホテル長野 

通常総会に出席 （会長代理 髙山副会長） 

６） 長野県資源回収事業(協) 

・令和元年 ５月２３日（木） 上田市 上田東急ＲＥＩホテル 

通常総会に出席 （会長代理 髙山副会長） 

７) (一社)長野県経営者協会 

・令和元年 ５月２９日(水) 長野市 ホテル国際２１ 

通常総会に出席 (毛利会長) 

・令和２年 １月 ９日(木) 長野市 ホテル国際２１ 

新春講演会・賀詞交歓会に出席 (毛利会長、北澤専務理事) 

９) 長野県行政書士会 

・令和２年 １月 ９日(木) 長野市 ホテル国際２１ 

賀詞交歓会に出席 (会長代理 林副会長) 

 

１１ 表彰事業  

（１） （公社）全国産業資源循環連合会会長表彰 

令和元年 ６月１３日（木）に開催された（公社）全国産業資源循環連合会「第９回定時総会」

において、次の会員が連合会会長表彰を受賞されました。 

 

１) 功労者表彰                          （敬称略） 

氏   名 会   社   名 支  部 

守 口 爽 和 小柳産業（株） 東  信 

 

２) 地方功労者表彰                          （敬称略） 

氏   名 会   社   名 支  部 



中 村 幸 宏 （株）まるげん 中  信 

 

３) 地方優良事業所表彰                   （順不同・敬称略） 

会   社   名 代 表 者 名 支  部 

（株）佐藤商会 佐 藤 優 貴 東  信 

（有）ナカジマ総業 中 島 尚 彦 中  信 

和田産業（株） 和 田 俊 明 北  信 

 

４) 優良従事者表彰                      （順不同・敬称略） 

氏   名 会   社   名 支  部 

堀 内   清 （株）みすゞ工務店 東  信 

保屋野 健三 （株）みすゞ工務店 東  信 

加 藤 千 稔 （株）南信サービス 南  信 

林     真 （株）南信サービス 南  信 

三 輪 道 広 TPR トータルサービス（株） 南  信 

米 山   究 産廃産業（有） 南  信 

樋 口   守 （株）Ｇ・フレンドリー 中  信 

 

（２） （一社）長野県資源循環保全協会会長表彰 

令和元年 ５月１７日（金）に開催した（一社）長野県資源循環保全協会「第７回（令和元年

度）通常総会」において、次の会員が協会会長表彰を受賞されました。 

 

１) 優良事業所表彰                      （順不同・敬称略） 

会   社   名 代 表 者 名 支  部 

（有）小松環境保全工業 小 松 久 夫 東  信 

（株）小石興業 小 石 雅 之 中  信 

（株）タケモト 竹 本   淳 北  信 

 

２) 優良従事者表彰                      （順不同・敬称略） 

氏   名 会   社   名 支  部 

竹 花 純 二 竹花工業（株） 東  信 

伊 藤 睦 次 （株）平本商店 東  信 

松 澤 範 夫 （株）平本商店 東  信 

林   亮 宏 小柳産業（株） 東  信 

宮 下 和 也 小柳産業（株） 東  信 

太 田   昇 （株）ワールド重機開発 東  信 

向 山 一 儀 飯田アスコン（株） 南  信 

矢 崎 秀 樹 （株）南信サービス 南  信 

山 田 竜 太 （株）南信サービス 南  信 

筒 井 征 幸 中日本ハイウェイ・メンテナンス

名古屋（株）飯田事業所 

南  信 

二 村 俊 明 花村産業（株） 中  信 

浅 井 俊 清 共和アスコン（株） 中  信 

待 井   真 （株）Ｇ・フレンドリー 中  信 



浅 田 孝 芳 （株）Ｇ・フレンドリー 中  信 

臼 井   勉 （株）Ｇ・フレンドリー 中  信 

岩 田   学 （株）長野環境保全センター 北  信 

湯 浅   等 イコールゼロ（株） 北  信 

鎌 倉 堅 司 イコールゼロ（株） 北  信 

 

１２ 組織の強化  

協会広報パンフレット「美しい信州をいつまでも」により協会入会の促進を図った。 

 

１３ 災害時の緊急対策事業 

令和元年１０月発生の台風１９号による災害に対し、長野県との「災害時等の災害廃棄物の処

理等に関する協定」に基づく支援・協力事業を実施した。 

 

１４ 不適正処理情報収集事業  

「廃棄物不法投棄等情報提供事業」に基づき情報提供を行った。 
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（単位：円）

当年度 前年度 増 減

Ⅰ 資産の部

１．流動資産

現金預金 8,831,203       8,289,755       541,448         

未収入金 30,000          30,000          

流動資産合計 8,861,203       8,289,755       571,448         

２．固定資産                

(2) 特定資産                

環境保全支援基金特定預金 30,000,000      30,000,000                     

法人化30周年記念特定預金 1,200,000       1,200,000       

退職給付引当特定預金 696,000         598,500         97,500          

特定資産合計 31,896,000      30,598,500      1,297,500       

(3) その他固定資産                

敷金 704,500         704,500                        

保証金 704,500         704,500                        

その他固定資産合計 1,409,000       1,409,000                      

固定資産合計 33,305,000      32,007,500      1,297,500       

資産合計 42,166,203      40,297,255      1,868,948       

Ⅱ 負債の部                

１．流動負債                

預り金 799,068         1,731,358       -932,290        

流動負債合計 799,068         1,731,358       -932,290        

２．固定負債                

退職給付引当金 696,000         598,500         97,500          

固定負債合計 696,000         598,500         97,500          

負債合計 1,495,068       2,329,858       -834,790        

Ⅲ 正味財産の部                

１．指定正味財産                

（うち基本財産への充当額） (            -)  (            -)  (            -)  

（うち特定資産への充当額） (            -)  (            -)  (            -)  

２．一般正味財産 40,671,135      37,967,397      2,703,738       

（うち基本財産への充当額） (            -)  (            -)  (            -)  

（うち特定資産への充当額） 30,000,000)(     30,000,000)(     (            -)  

正味財産合計 40,671,135      37,967,397      2,703,738       

負債及び正味財産合計 42,166,203      40,297,255      1,868,948       

貸  借  対  照  表

令和２年３月３１日現在

科       目



（単位：円）

Ⅰ 一般正味財産増減の部                  

１．経常増減の部                  

(1) 経常収益                  

① 受取入会金 350,000          50,000           300,000          

受取入会金 350,000          50,000           300,000          

② 受取会費 20,364,000       20,842,000       -478,000         

受取会費 20,364,000       20,842,000       -478,000         

③ 事業収益 8,434,480        8,325,055        109,425          

講習会事業収益 3,259,079        3,303,825        -44,746          

研修会事業収益 658,278          650,000          8,278            

管理票頒布事業収益 2,771,790        2,468,030        303,760          

電子管理票運用事業収益 1,745,333        1,903,200        -157,867         

④ 受取補助金等 190,000          190,000                           

受取地方公共団体補助金 190,000          190,000                           

⑤ 雑収益 1,016,644        1,124,102        -107,458         

受取利息 2,634            2,699            -65              

広告料収益 555,000          510,000          45,000           

雑収益 459,010          611,403          -152,393         

経常収益計 30,355,124       30,531,157       -176,033         

(2) 経常費用                  

① 事業費 14,079,939       14,373,887       -293,948         

役員報酬 1,836,760        1,736,180        100,580          

給料手当 4,297,005        4,277,726        19,279           

福利厚生費 1,074,898        950,963          123,935          

退職給付費用 70,102           63,631           6,471            

会議費 498,664          556,137          -57,473          

旅費交通費 472,107          638,070          -165,963         

通信運搬費 522,974          580,751          -57,777          

消耗品費 411,264          630,870          -219,606         

印刷製本費 2,060,540        2,007,375        53,165           

光熱水費 73,625           84,552           -10,927          

賃借料 2,285,693        2,304,038        -18,345          

諸謝金 44,987           60,731           -15,744          

負担金 297,011          353,478          -56,467          

 委託料 26,244           26,244                            

雑費 108,065          103,141          4,924            

平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで

正味財産増減計算書

当年度 前年度 増 減科       目



（単位：円）

平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで

正味財産増減計算書

当年度 前年度 増 減科       目

② 管理費 13,571,447       14,266,923       -695,476         

役員報酬 2,071,240        1,957,820        113,420          

給料手当 800,275          796,684          3,591            

福利厚生費 420,099          371,660          48,439           

退職給付費用 27,398           24,869           2,529            

会議費 601,234          1,175,419        -574,185         

旅費交通費 765,086          764,689          397              

通信運搬費 204,395          226,974          -22,579          

消耗品費 160,736          246,561          -85,825          

光熱水費 28,777           33,048           -4,271           

賃借料 1,535,654        1,597,290        -61,636          

手数料 123,934          126,810          -2,876           

印刷製本費 901,111          880,925          20,186           

諸謝金 177,307          203,773          -26,466          

租税公課 71,000           86,300           -15,300          

負担金 1,834,208        1,863,032        -28,824          

交付金 3,671,000        3,695,000        -24,000          

慶弔費 40,000           -40,000          

委託料 135,756          135,756                           

雑費 42,237           40,313           1,924            

経常費用計 27,651,386       28,640,810       -989,424         

当期経常増減額 2,703,738        1,890,347        813,391          

２．経常外増減の部                  

当期一般正味財産増減額 2,703,738        1,890,347        813,391          

一般正味財産期首残高 37,967,397       36,077,050       1,890,347        

一般正味財産期末残高 40,671,135       37,967,397       2,703,738        

Ⅱ 指定正味財産増減の部                  

一般正味財産への振替額                                                    

当期指定正味財産増減額                                                    

指定正味財産期首残高                  

指定正味財産期末残高                                                    

Ⅲ 正味財産期末残高 40,671,135       37,967,397       2,703,738        



1．重要な会計方針

　 退職給付引当金　役職員の退職給付に備えるため期末自己都合要支給額に基づいて計上しております。

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

30,000,000  30,000,000  

1,200,000   1,200,000   

598,500     97,500      696,000     

30,598,500  1,297,500              31,896,000  

30,598,500  1,297,500              31,896,000  

当期末残高
(うち指定正味財
産からの充当額)

(うち一般正味財
産からの充当額)

(うち負債に
対応する額)

30,000,000 (30,000,000)

1,200,000 (1,200,000)

696,000 (696,000)

31,896,000 (31,200,000) (696,000)

31,896,000 (31,200,000) (696,000)

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

(1)有価証券の評価基準及び評価方法

　 該当ありません。

(2)棚卸資産の評価基準及び評価方法

　 該当ありません。

(3)固定資産の減価償却の方法

　 該当ありません。

(4)引当金の計上基準

(5)リース取引の処理方法

　 通常の賃貸借取引にかかる方法に準じた会計処理によっております。

(6)消費税等の会計処理

　 税込方法によっています。

2．会計方針の変更

   該当ありません。

3．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科 目

　基本財産

　特定資産

     環境保全支援基金特定預金

     法人化３０周年記念特定預金

     退職給付引当特定預金

小計

4．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

   基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科 目

　基本財産

小計

合計

　特定資産

     環境保全支援基金特定預金

     法人化３０周年記念特定預金

     退職給付引当特定預金

小計

小計

合計



債権金額
貸倒引当金の
当期末残高

債権の当期末残高

30,000 - 30,000

30,000 - 30,000

補助金等の名称 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上
の記載区分

190,000 190,000

5．担保に供している資産

   該当ありません。

6．固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高

   該当ありません。

7．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期残高

　 債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期残高は、次のとおりである。

科 目

　未 収 入 金

合 計

8．保証債務等の偶発債務

   該当ありません。

9．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益

   該当ありません。

10．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　  補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

交 付 者

啓発事業補助金 長 野 市 190,000 190,000

合 計

11．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　  該当ありません。

    該当ありません。

12．関連当事者との取引の内容

    該当ありません。

13．重要な後発事象

    該当ありません。

14. 実施事業資産
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令 和 ２ 年 度 事 業 計 画 (案 )承 認 の 件  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

令和２年度  事  業  計  画  (案 ) 

 

循環型社会形成の重要な一翼を担う産業廃棄物処理業界のより一層の信頼性の向上と健全な

市場の確保の下、社会的使命を果たすため、令和２年度においても、産業廃棄物の適正処理の推

進、減量化、再資源化、リサイクル化等の取り組みを一層促進するとともに、加入会員の促進を図り

組織の強化、会員事業所に対する優良産業廃棄物処理業認定制度の普及促進、業界のイメージ

アップ、人材の確保・育成、経営力の強化、労働安全衛生への取り組み、コンプライアンスの徹底

等を目指した各種講習会・研修会の開催、電子マニフェストの普及促進、地球温暖化対策の推進

等の事業を積極的に進めてまいります。 また、行政機関をはじめ関係諸団体との連携及び情報

交換を強化し、産業廃棄物処理の振興に資する各種事業を展開して、生活環境の保全及び公衆

衛生の向上並びに産業の健全な発展を図り公共の福祉に寄与してまいります。 

 

１ 会議の開催 

総会は年 1回、正副会長会、理事会は原則として四半期毎とする。 

ただし、必要と認めた場合は随時開催する。 

 

２ 適正処理確保事業 

（１） 産業廃棄物処理業の優良化・高度化の推進 

優良産業廃棄物処理業者の認定を得るため、事業の透明性、環境配慮の取り組み等

に対する支援及び県が実施している「長野県産業廃棄物３Ｒ実践協定」への取組み支援

を行う。 

 

（２） 県との懇談会の開催 

産業廃棄物処理業界が抱える諸問題について指導・監督機関である県と率直な意見

交換を行い、適正処理の推進、コンプライアンスの徹底を図るとともに業界のイメージアッ

プに努める。 

 

（３） 県議会議員との懇談会の開催 

産業廃棄物の適正処理等に支援を頂いている県議会議員に産業廃棄物処理業界の

実情を理解いただき、業界の今後の在り方や適正処理推進に当たっての課題等につい

て意見交換を行う。 

  

３ 相談、指導事業 

産業廃棄物の適正処理、再生利用等について会員、排出事業者及び一般住民等からの

相談に応じ、指導・助言と情報の提供を行う。 

 

  ４ 講習会、研修会事業 

（１） 産業廃棄物処理技術等研修会の開催 



排出事業者及び処理業者を対象として、長野市からの委託研修事業、長野県との共

催による研修会及び協会独自の研修会を開催し、法改正、適正処理、コンプライアンス、

人材育成、新規従業員研修など事業の安定経営に繋がる研修を行う。 

 

（２） 産業廃棄物処理実務者研修会の開催 

排出事業者及び処理業者の実務者を対象として、産業廃棄物の基礎、委託契約、マ

ニフェスト制度、帳簿等実務に密着した研修を行い、日常業務の適正化を図る。 

（３） 電子マニフェストパソコン操作体験セミナーの開催 

排出事業者及び処理業者を対象として、長野県との共催によるセミナーを開催し、電子

マニフェストの仕組み、導入のメリット、個別導入相談、通信ネットワークによるマニフェスト

情報のやり取り等情報管理の合理化の推進に繋がる講習を行う。 

 

（４） 産業廃棄物処理業における安全衛生セミナーの開催 

       産業廃棄物処理業における労働災害が増加傾向にあることから、業界の安全衛生活動

をより一層強化し、事業所の安全管理体制の充実を図るための講習を行う。 

 

（５） 産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会の開催 

(公財)日本産業廃棄物処理振興センターが実施する「産業廃棄物又は特別管理産業

廃棄物処理業の許可申請に関する講習会」に協力する。 

   （講習会場： 長野市 長野バスターミナル会館４階） 

１） 新規許可講習会 

（収集運搬課程） 定員１５０名 

・令和２年 ７月２９日（水）～３０日（木） 

（処分課程） 定員１５０名 

・令和２年１０月２０日（火）～２３日（金） 

２） 更新許可講習会  

（収集運搬課程） 定員各１５０名 

・第１回 令和２年 ５月２８日（木） ⇒ 中止 

・第２回 令和２年１２月１７日（木） 

（処分課程） 定員１００名 

・令和２年 ６月１０日（水）～１１日（木） 

３） 特別管理産業廃棄物管理責任者講習会  定員各１５０名 

・第１回 令和２年 ５月２９日（金） ⇒ 中止 

・第２回 令和２年１２月１８日（金） 

 

（６） 県外優良企業施設視察研修会の開催 

会員の資質向上と見聞を広げるため、先進的な事業の展開を行っている県外優良企

業の視察研修を行う。 

 



（７） 産廃夏休み親子体験教室の開催（長野市助成事業） 

次世代を担う子ども達に環境を保全する心を育成する一助として、産業廃棄物の種類、

量、処理の流れを実際に見聞し、日常生活と産業廃棄物との密接な関係、適正処理によ

る安全性等について体験を通して理解・学習するため、排出事業所、中間処理施設、最

終処分場等の施設見学等を行う。 

 

（８） 産業廃棄物処理検定の開催 

(公社)全国産業資源循環連合会が実施する「産業廃棄物処理検定」に協力する。 

 

５ 情報提供と広報事業  

協会ホームページ及び機関誌「季刊しなの」等により、会員に全国の情報、協会の活動状

況、行政機関の通知等の情報を提供する。 

また、各出版社等の廃棄物に関する書籍等の紹介を行う。 

 

６ 関係団体との活動交流推進事業 

県下４地区等の関係団体との交流促進、情報交換、広域協力体制の構築、地域の諸課題

に基づく意見要望の集約及び地域活動への積極的参加等が活発に行われるよう支援・協力

を行う。 

 

     ７ 部会活動推進事業 

各部会の事業活動の推進を図るため、意見、提言、行政への要望及び会員相互の情報交

換等を行うとともに、(公社)全国産業資源循環連合会の部会への参画等を行い、各部会の活

動が活発に行われるよう支援・協力を行う。 

 

８ マニフェスト頒布事業 

紙マニフェストの頒布を継続実施し、適正処理の推進と普及促進を図る。また、行政機関と

協力して電子マニフェストパソコン操作体験セミナーなどにより電子化の普及拡大に努める。 

 

９ 行政施策参画事業 

  県下１０地区の廃棄物不法投棄防止対策協議会及び行政機関と連携を図り、不適正処理、

不法投棄パトロール等への参画を図る。 

また、信州環境フェア２０２０の実行委員として参画し協賛していく。 

 

10 他団体との交流事業 

(公社)全国産業資源循環連合会が開催する各種会議及び参画している運営委員会等に

積極的に参加して連携を図るとともに、信越・北陸地域協議会の事業に参加し、情報の交換・

収集等に協力する。また、県内資源循環保全関係団体、環境保全関係団体等と一層の連携

を図り、情報の交換・収集に努めるとともに事業の実施について相互に協力するよう努める。 

 



11 表彰事業 

協会の表彰規程に基づき、功労者、優良事業所及び優良従事者に対する協会長表彰を行

うとともに、(公社)全国産業資源循環連合会の表彰規則に基づく、功労者、地方功労者、 優

良事業所、地方優良事業所及び優良従事者に対する連合会長表彰並びにその他関係機関

が行う表彰に対し、受賞候補者の推薦を行う。 

 

12 組織の強化 

会員の協力を得ながら講習会、研修会などの機会を捉え、協会未加入廃棄物処理業者及

び排出事業者等の加入促進に一層努める。 

 

13 災害時の緊急対策事業 

大規模災害時における災害廃棄物の処理等に関する長野県との「災害時等の災害廃棄物

の処理等に関する協定」に基づき資機材の調達等の支援・協力を行う。 

また、公費解体に伴う廃棄物処理への対応を行う。 

 

14 不適正処理情報収集事業 

会員が通常業務等の中で、不適正処理や不法投棄等が疑われる現場を見つけた場合、早

期改善を図るため、その状況を行政機関へ提供し環境保全に協力する。 

 

15 その他会長が特に必要と認めた事業 

(公社)全国産業資源循環連合会が目的に掲げる「持続可能な循環型社会の形成等の公益

の増進」について一層取り組み、目的の達成のために「適正処理」、「地球温暖化対策」、「人

材及び優良事業者の育成」、「労働安全衛生」等の各種事業を推進する。 

 



 令和２年度  行  事  予  定  表  

 

月 会   議   等 研  修  会  ・  講  習  会  等 そ  の  他 

 

４ 

・第１回理事会 4/16  

 

・「季刊しなの」発行 

・信越・北陸地域協議会 

 

５ 

・第2回、第3回理事会5/20 

・第８回通常総会 5/20 

  

 

６ 

 

 

・産業廃棄物処理業安全衛生セミナー 6/3 

・処分課程(更新)許可申請講習会 6/10～11 

・第10回(公社)全国産業資源

循環連合会定時総会 6/19 

 

 

７ 

 

 

・産業廃棄物処理技術等研修会  

7/9、7/15、7/22、7/29 (県下 4 会場) 

・収集運搬課程(新規)許可申請講習会 

7/29～30 

・「季刊しなの」発行 

 

 

８ 

・第４回理事会 (初旬) 

・県との懇談会 （下旬） 

 ・産廃夏休み親子体験教室 8/1 

・信州環境フェア２０２０ 

8/8～9 

９    

 

 

１０ 

 

 

 

・処分課程(新規)許可申請講習会 10/20～23 

・電子マニフェストパソコン体験セミナー (下旬) 

(県下４会場) 

 

・「季刊しなの」発行 

・県外優良企業視察研修会 

（初旬） 

・信越・北陸地域協議会（初旬） 

 

１１ 

・第５回理事会 (中旬) 

 

 ・第19 回産業廃棄物と環境を考

える全国大会  11/27 (東京都) 

 

１２ 

 

・第６回理事会 (初旬) 

・県議会議員との懇談会 

(初旬) 

・収集運搬課程(更新)許可申請講習会 12/17 

・特別管理産業廃棄物管理責任者講習 12/18 

 

 

 

 

１ 
・第７回理事会 （中旬） 

 

 ・「季刊しなの」発行 

２ 

 

 

・産業廃棄物処理実務者研修会 

2/9・2/10 (県下２会場) 

・産業廃棄物処理検定（2/21） 

・全国正会員会長・理事長会議  

2/19 (徳島県) 

３ 
・第８回理事会 (中旬) 

 

  

☆ 正副会長会、各部会等は必要に応じて開催する 



 

 

 

 

 

第 ４ 号 議 案  

 

 

 

令 和 ２ 年 度 収 支 予 算 (案 )承 認 の 件  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（単位：円）

Ⅰ 一般正味財産増減の部                  

１．経常増減の部                  

(1) 経常収益                  

① 受取入会金 100,000          100,000                           

受取入会金 100,000          100,000                           

② 受取会費 20,730,000       20,424,000       306,000          

受取会費 20,730,000       20,424,000       306,000          

③ 事業収益 9,635,000        7,742,000        1,893,000        

講習会事業収益 2,053,000        2,934,000        -881,000         

研修会事業収益 650,000          650,000                           

管理票頒布事業収益 2,445,000        2,445,000                         

電子管理票運用事業収益 1,487,000        1,713,000        -226,000         

地方公共団体災害復興事業収益 3,000,000        

④ 受取補助金等 190,000          190,000                           

受取地方公共団体補助金 190,000          190,000                           

⑤ 雑収益 812,000          844,000          -32,000          

受取利息 2,000            4,000            -2,000           

広告料収益 510,000          540,000          -30,000          

雑収益 300,000          300,000                           

経常収益計 31,467,000       29,300,000       2,167,000        

(2) 経常費用                  

① 事業費 17,786,344       17,565,455       220,889          

役員報酬 1,974,000        1,856,500        117,500          

給料手当 5,058,000        5,058,000                         

福利厚生費 1,186,350        1,114,450        71,900           

会議費 695,385          695,385                           

旅費交通費 722,878          722,878                           

通信運搬費 683,050          683,050                           

消耗品費 754,950          754,950                           

印刷製本費 3,374,073        3,374,073                         

光熱水費 143,800          143,800                           

賃借料 2,433,386        2,433,386                         

諸謝金 110,210          78,721           31,489           

負担金 474,062          474,062                           

 委託料 32,400           32,400                            

雑費 143,800          143,800                           

② 管理費 16,663,656       16,534,545       129,111          

役員報酬 2,226,000        2,093,500        132,500          

給料手当 942,000          942,000                           

福利厚生費 463,650          435,550          28,100           

会議費 1,254,615        1,254,615                         

旅費交通費 1,027,122        1,027,122                         

通信運搬費 266,950          266,950                           

消耗品費 295,050          295,050                           

光熱水費 56,200           56,200                            

賃借料 1,666,614        1,666,614                         

手数料 200,000          200,000                           

令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

予　算　書（損益ベース）

当年度 前年度 増 減科       目



（単位：円）

令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

予　算　書（損益ベース）

当年度 前年度 増 減科       目

印刷製本費 1,475,927        1,475,927                         

諸謝金 289,790          321,279          -31,489          

租税公課 100,000          100,000                           

負担金 2,075,938        2,075,938                         

交付金 4,000,000        4,000,000                         

慶弔費 100,000          100,000                           

委託料 167,600          167,600                           

雑費 56,200           56,200                            

経常費用計 34,450,000       34,100,000       350,000          

当期経常増減額 -2,983,000       -4,800,000       1,817,000        

２．経常外増減の部                  

(1) 経常外収益                  

経常外収益計                                   

(2) 経常外費用                  

経常外費用計                                   

当期経常外増減額                                   

当期一般正味財産増減額 -2,983,000       -4,800,000       1,817,000        

一般正味財産期首残高 40,671,135       37,967,397       2,703,738        

一般正味財産期末残高 37,688,135       33,167,397       4,520,738        

Ⅱ 指定正味財産増減の部                                   

当期指定正味財産増減額                                                    

指定正味財産期首残高                                   

指定正味財産期末残高                                   

Ⅲ 正味財産期末残高 37,688,135       33,167,397       4,520,738        



 

 

 

 

 

第 5 号 議 案  

 

 

 

任 期 満 了 に 伴 う 役 員 選 任 に 関 す る 件  

 

 

 



 

令和 ２年 度 ・３年 度 役 員 候 補 者  

１ 理  事                                       (順不同・敬称略) 

支部名  役職名  氏   名 事  業  所  名 再・新 

東 信 

 

 髙 山 和 之 イー・ステージ(株) 再 任 

 平 林 十 一 (株)ワールド重機開発 再 任 

 平 元 鐘 哲 (株)平元商店 再 任 

南 信  池 上 幸 平 (株)那須屋興産 再 任 

 野 牧 万 美 (株)中央テクノウェイ 再 任 

 長 谷    誠 (株)クリーンウェイスト 再 任 

 松 岡 宅 吉 （有）松岡産業 新 任 

 玉 舎 孝 一 （株）信濃環境整備 新 任 

中 信  江 本 寿 東 共和興業(株) 再 任 

 花 村 貴 史 (株)Ｇ・フレンドリー 再 任 

 加 藤 相 哲 (株)光商会 再 任 

 清 水 克 貴 （株）トータルシステム 再 任 

 中 村 幸 宏 (株)まるげん 新 任 

北 信  林    宏 道 イコールゼロ(株) 再 任 

 西 野 英 雄 (株)西野興産 再 任 

 菊 池 裕 一 (株)田中光男商会 再 任 

 市 川 真 一 （株）市川商会 再 任 

事務局  北 澤 義 幸 事務局 再 任 

２ 監 事                                            (順不同・敬称略) 

支部名  氏    名 事  業  所  名 再・新 

南 信 刈 間 雄 三 （有）恵比寿産業 新 任 

北 信 宮 沢 直 志 直富商事(株) 再 任 

〔任期：令和２年５月総会～令和４年５月総会〕 



 

令和２年度 会 長 表 彰 受 賞 者 名 簿 

 

 

【優良事業所表彰】                            (順不同・敬称略) 

事  業  所  名 代 表 者 名 所    在    地 

（株）ウェルサイクル 佐 藤 昭 秀 上田市天神３丁目１１－４０ 

(株)みすず建設 山 﨑 公 郁 松本市高宮東３－３５ 

（株）ミノル産業 山 下 浩 史 須坂市大字米持２３６ 

 

【優良従事者表彰】                            (順不同・敬称略) 

氏    名 事  業  所  名 所    在    地 

遠 藤 裕 之 小柳産業(株 ) 上田市材木町２丁目１２番１０号 

香 遠 英 俊 小柳産業(株 ) 上田市材木町２丁目１２番１０号 

竹 内 道 興 小柳産業(株 ) 上田市材木町２丁目１２番１０号 

林      隆 シブキヤ建設（株） 下伊那郡松川町元大島２７１５番地４７ 

伊 坪    誠 ジャーナル商事（株） 飯田市高羽町３丁目１番地１１ 

石 黒 裕 司 
中日本ハイウェイ・メンテナン

ス名古屋 (株 )飯田事業所  
飯田市北方８６９番地 

中 村 浩 貴 （株）那須屋興産 伊那市西町６６１２番地２ 

小 林 邦 男 （株）Ｇ・フレンドリー 北安曇郡松川村５９６７番地４８ 

赤 羽 好 昭 （株）Ｇ・フレンドリー 北安曇郡松川村５９６７番地４８ 

桜 山 朝 男 （株）Ｇ・フレンドリー  北安曇郡松川村５９６７番地４８ 

浅 川 善 彦 （株）Ｇ・フレンドリー 北安曇郡松川村５９６７番地４８ 

岩 井 利 幸 （株）Ｇ・フレンドリー 北安曇郡松川村５９６７番地４８ 

太 田   章 
花村産業 (株 )庄内事業

所  
松本市庄内２丁目５番４７号 

黒 岩 芳 永 イコールゼロ（株） 長野市大字大豆島４０２０番地３ 

宮 尾 朝 雄 イコールゼロ（株） 長野市大字大豆島４０２０番地３ 

神 戸 弘 雄 （株）タケモト 須坂市大字小河原９７１番地４ 

小 野 智 則 (株 )長野環境保全センター  中野市大字立ヶ花８５５番地 
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